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研究動向／情報

　幼児期から小学校への移行期については、日本
においても重視されるようになっている。とりわ
け、障害がある子どもや多様な教育ニーズのある
子どもについては、関係機関との連携に基づく移
行支援が求められる。この移行を丁寧に行ってい
るスウェーデンの状況について、就学前学校教師
のウェンドラー由紀子氏から情報を得ることがで
きたので、その内容含めて、スウェーデンの就学
前学校の教育・保育と小学校への移行（ゼロ年生）
について以下に紹介する。

1． スウェーデンにおける就学前学校から小
学校への移行の制度と保育・教育の特徴

　スウェーデンの小学校は「基礎学校」（1年生
から 9年生）の中に入っており、小学校入学は 7
歳になる年の 8月末から 9月の時期で、日本より
半年ほど遅く、ゆっくり移行する制度となってい
る。小学校 1年生の前に「就学前クラス」（通称「ゼ
ロ年生」）が設置されており、基礎学校の校舎の
中などで、年間 525時間の無償教育（3歳から無償）
が行われていたが、2018年秋学期（2018年 1月
に国会で決定）から、これが義務教育に組み込ま
れた。就学前クラスの教育時間は短いため、多く
の子どもはその前後に基礎学校内にある学童保育
を利用している1）。
　なお、ゼロ年生は就学前学校教師の資格でも指
導はできるが、1年生からは小学校の教職免許が
ないと教えることはできない。ゼロ年生の担当教
師は、毎年ゼロ年生専門に担当することが多い。
　2010年に学校法が改正され、就学前学校が他
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の学校形態から独立した地位を合法的に与えられ
るとともに、国連子どもの権利条約の基本理念が
盛り込まれ、就学前学校でも、子どもの権利や最
善の利益、民主主義の価値観が尊重されている。
さらに 2020年の 1月から子どもの権利条約が法
律化されその精神が徹底されることになった。
　スウェーデンの就学前学校のナショナルカリ
キュラムは、1998年に公布され、その後、2010年、
2016年、2018年に改定（2019年 7月施行）が行
われている2）。2010年のカリキュラムの改訂では、
目標として、子どもの言葉と会話能力の発達、数
学的能力の発達、自然科学と技術に関する目標が
追加された（職員が仕事を確実に行うことができ
るよう方向性を示していて、子どもたちが達成す
べき目標ではない）。また、教育活動のフォロー、
事後評価、発展の取り組みによる質の向上、及び
就学前学校長の責任について記した節が新設され
た。各就学前学校では、このカリキュラムに基づ
いて、それぞれの計画が立てられ、子どもの成長
と学びについてドキュメンテーションが作成され
ることになった。
　そして、2018年の改定（2019年から実施）では、
就学前学校の任務に関する詳細な記述が増えると
ともに、子どものケアと発達と学びを援助する就
学前学校教師の役割を undervisning（ティーチン
グ）という用語で位置づけ、その責任を負うこと
が明記された。しかし、それは、就学前学校が「教
える」ことを重視するのではなく、「教育とケア」
を統一的にとらえ、子どもの興味・関心、探究に
基づいた遊びの中で安心感と自己肯定感を育むと
ともに、子ども一人ひとりの全面的な発達と学び
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を促進するという基本方針が述べられている。ま
た、「参加」という概念が加えられ、子どもが意
見表明して、就学前学校の環境構成や計画作成、
活動に参加する権利の保障が強調された。

2． 5，6歳児のプロジェクト活動「からだ」
の実践事例

⑴　保育者による子どもたちの興味に関する観察
　ウェンドラー氏は、スウェーデン・ストック
ホルム県ソーレンツーナコミューン（区）にあ
る、ソフィエルンド基礎学校附属就学前学校3）で、
2018年秋から、准保育士と一緒に 5―6歳児グル -
プVenusの子ども 15人を担当していた。スウェー
デンでは、レッジョ・エミリアのアプローチを取
り入れ、以前から行われていた「テーマ活動」を
プロジェクト活動として発展させている。2019
年春学期（1～6月）に行った「からだ」をテー
マとしたプロジェクト活動の概要は以下のようで
ある。
　1月は保育者が観察する時期で、子どもたちは、
お医者さんごっこでぬいぐるみの鼓動を聞いて、
「静かにしないと聞こえない」「人間と同じように
心臓がある？」などと言って遊んでおり、身体に
興味がたくさんあることに気がついた。6歳児は
歯が抜け始めてきたので歯にも興味深々で、「乳
歯は何本ある？」「どうして抜ける？」「何を食べ
たら歯は強くなる？」などと毎日話し合っていた。
そこで、サムリングのときに出た子どもたちの疑
問を書き出して、壁にドキュメンテーションとし
て貼った。それらの質問に答えるように、テーマ
を「からだ」に決め、2月から活動を開始した。

⑵　テーマ「からだ」のプロジェクト活動
　「からだ」の活動をするにあたって、大きな紙
に子どもが仰向けになり、輪郭を形どり人間の形
を描き、子どもたちと相談して、男女どちらで
も使われる名前 Kimと名付けた。日本の「あた
ま、かた、ひざポン」の歌のスウェーデン語版の
歌をうたったり、それぞれの部位のスペルを書い

たカードを、床に置いた 4×5マスの中に置いて、
スタート位置から歌の順番に玩具 Blue-bot4）が進
むように上下左右のボタンを押してプログラミン
グして遊んだ。その後、以下のような体の部分に
ついて、一週間に 1回、主に朝の活動時間 9時か
ら 10時半に活動を行い、4か月間ほど続けられた。
・ 脳―脳と同じ重さの 1キロの石を袋に入れて、

1人ずつ持ってもらって重さを体験したり、粘
土で脳の形をつくったり、脳の標本や図鑑を見
て、それに近い色を子どもたちがつくって描い
たりした。
・ 顔―子ども 2人組でお互いの顔を描いた。描い
ている人と、髪の色や目の色などについて会話
をしていた。スウェーデンの場合は髪の毛の色
や、目の色、肌の色など様々なので、外見で人
を判断することはほとんどないが、違っていて
みんな平等であり、価値や権利などは同じとい
うことを理解してもらいたかった。顔を描いた
後に、「Makey Makey」5）という、伝導体と伝導
体でない物質を利用する玩具で遊んだ。水分が
あるものは電気を通すので、顔の中の伝導体は
何か考えて実験してみた。眉毛、まつ毛、鼻、口、
ほっぺ、おでこなどと書いたカードを作り、子
どもは試したい部分のカードを自分で選んだ。
「Makey Makey」をコンピュータ・ネット上の
アプリとつないで、「Makey Makey」のコード
の先端の金属部分を右手で持って、左手に持っ
たもう一本のコードの先端で自分の頬など水分
のある部分を触ると電気が流れて音が鳴ってア
プリのピアノの色がつく。最後に頭を試してみ
ると、髪の毛は乾いていたので鳴らなかった。
・ 骨―一番長い腿の骨と同じ長さくらいの枝や、
一番小さい耳の部分の骨と同じ大きさの米粒
（黒い紙の上に置いて）の、大きさを見て長さ
を実感したりした。Kimに骨がなかったので、
子どもたちが自ら標本や図鑑を見ながら分担・
協力して描いた。指は普通 5本あって、1本の
指に付きだいたい 3本ずつ骨があることがわか
り、自分の手形の上にストローを切って 3本ず
つ置いた。それを全部数えると 15本になると
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いうようなことも理解した。
・ 耳―どうしてこういう形をしているのだろうと
いうような話をして、糸電話をして、どのよう
にして音が流れているか考えた。また、iPhone
のスピーカーに、トイレットペーパーの芯で耳
のような形を作ることによって、音がもっと大
きく聞こえるというのを体験した。

・ 鼻―みんなのマスコット人形・ドラゴンのベル
タという友達が、6種類の臭いが入った試験管
を持ってきてくれる設定で、それぞれの臭いを
かいで、何か当てるというゲームをした。シナ
モンやカレー粉、酢を入れたり、臭いがない砂
糖を入れたりした。子どもたちは、何の臭いか
考えて面白がってやっていた。そして、臭いの
名称やシナモンや砂糖などのスペルも Blue-Bot
を使って学んだ。「これはなんて書いてる？」
と言っても覚えないが、Blue-Botで遊びながら
やると不思議と覚えてくれた。

・ 感触―これも箱を作りその中にいろいろな物を
入れて、触って何か当てるゲームをした。一人
の子どもが触って考えているときは、他の子ど
もたちには入っている物が見えているがだれも
答えを言わなかった。自分の順番を待ったり、
友達がやっているときは黙っているというルー
ルも学んでもらうことができた。

・ 血液―6歳児くらいの血液は、だいたい 4リッ
トルあるので、赤い水を 4本の牛乳パックに入
れてみた。赤い水は子どもたちは大好きで興奮
して、牛乳パックに入れる手伝いをしてくれた。
これだけあるのだと感覚的に理解し、絵にも描
いてみた。

⑶　教育的ドキメンテーション
　それぞれの活動をするたびに、Kimの体の中に、
脳、骨、肺、心臓などを描きこんでいった。ま
た、子どもたちがお互いの顔を描いている場面の
写真、描いた顔、「Makey Makey」で実験をして
いる写真、実験してみた感想などを部屋の壁面に
貼ってドキュメンテーション化していった。活動
したことをビジュアル化していくと、子どもたち

も何をやったかわかりやすいし、保育者や保護者
たちもよくわかる。最後には、最初の空っぽだっ
た Kimの体がいっぱいになり、子どもたちと体
のことはこんなにやったと実感でき、5月最終日
にこのプロジェクトを終わりにした。最後に締め
くくりとして、5月末に自然博物館に行った（バ
ス代も、入場料も無料）。

3．ゼロ年生への移行

　Venusクラスの子どもたちは 2019年で 6歳な
ので全員ゼロ年生に移行した。就学前学校からゼ
ロ年生に移る前の流れについて、ソーレンツーナ
就学前学校のケースを中心に、以下に記す。

⑴　5歳児全員の一般的な移行の流れ
①保育者が子どもと一緒に作る引継ぎシート
　ゼロ年生への移行前の 5月頃に、保育者が子ど
もと一緒に話をしてソーレンツーナで作っている
引継ぎ同意書のフォーマット（シート A）に書き
込む。子どもの好きな活動、子どもが得意とす
ること、子どもが思う親が得意と思っているこ
と、就学前学校教師からみた長所、子どもの心配
事、子どもの入学についての感想などを記入する。
「今、好きな活動は何？」―「レゴが好き」、「得
意なことは何？」―「算数、5掛ける 3ができる
んだ」、「親が自分のことどう思ってる？」―「僕
は縄跳びが上手ってパパによく言われるよ」とい
う会話をする。また、「ゼロ年生に行くのに何が
心配なことある？」―「自分のロッカーの場所が
わからないから教えてほしいと思っている。先生
に言えないけど言ってくれる？」―「わかった。
書いておくね」、「ゼロ年生になることはどう思
う？」―「やっぱり先生とお別れするのがちょっ
と寂しいな、友達と別れるのは寂しいな」などと、
全て就学前学校教師が子どもに聴いて子どもの言
葉で書く。
　そして就学前学校教師は、このシートに子ども
のよいところを書いて、それに保護者がサインし
て、保護者がこれを学校に提出するというのが一
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般的な場合である。
　就学前クラス側では、新学期の始まる 8月～9
月または 6月頃に、学校で、ゼロ年生担当教師と
子どもと保護者が個別に面談を行うが、その際に、
このシートは保護者からゼロ年生教師に直接手渡
される。

②ゼロ年生の活動の体験
　ゼロ年生に移行する前に、子どもは保護者と一
緒にゼロ年生の学校に行って、慣らし教育のよう
な場面が 2、3回ある。一緒に給食を食べてもら
う日や、一緒にサムリングに参加してもらう日な
ど。サムリングは就学前学校でもあるが、ゼロ年
生でもある。ゼロ年生は、基礎学校の教室とは違っ
てまだ一人ひとりの机はない。サムリングをする
カーペットの横に共同のテーブルがあることがほ
とんどである。このように慣らして徐々に移行し
ていくので、子どもたちはみんな学校を楽しみに
し、8月からゼロ年生を始めていける。

⑵　特別な支援を必要とする子どもの移行の流れ
①保育者と保護者との面談及び引継ぎシート
　障害や学習上や社会適応上困難なことがある子
どもの場合、就学前学校教師は、そのような子ど
もの状況を保護者には「問題」とは言わずに、“就
学前学校で行っているような指導・配慮をゼロ年
生・基礎学校の教師たちに伝えると、スムーズに
移行できるのではないか”という話をする。それ
でも伝えないでほしいという保護者もいるので、
そういう場合は伝えない。
　このようにして保育者と保護者が同意した子ど
もについては、もう一つ別の引継ぎ同意書（シー
ト B）がある。就学前学校ではどのような場面で
特別なサポートが必要とされ、どのような支援を
しており、どのような方法が効果的かというよう
なことを、保育者が保護者と面談して書く。保護
者に、子どもの状態や、必要な指導、子どもにとっ
てベストなことは何かという話をしながら書く。
　例えば、朝早く親が子どもを就学前学校に送っ
てきたときに、親との別れが悲しくて 1時間くら

い泣いていたり、一日中、活動できなかったりす
る子どももいる。そういうときには例えば、その
子の好きなことがあって、それをやりながら徐々
に立ち直り、慣れていって普通の生活をするよう
になるので、こういうことをお勧めしますという
ことを書いている。あるいは、膝に 15分乗せて
いたら立ち直るので、そのようにしてください、
というように本当に具体的なことを書く。これも、
もちろん内容を親が見て同意のサインをして、ゼ
ロ年生の教師に渡す。
　障害児と診断されていなくても、人見知りの子
や泣いたら止まらない子や行動を一緒にできない
子、集団行動や学習が難しい子などに対して、ど
うしたらいいかをゼロ年生の教師は知りたいと
思っている。そのときに、就学前学校の教師は、
保護者の同意書をもらわなければ話せない。
　シート Bに同意してサインをもらった保護者
には、さらに、ゼロ年生の教師に渡す必要がある
特別の書類を確認してもらい、その同意をもらう
ためのシート（C）がある。そのシートには、子
どもの国民番号、書類を学校が保管できる期限、
書類の種類が書かれる。書類の種類は、診断書、
特別な支援に関する調査、対策、医療情報、言語
診断書、精神診断書、社会性診断書、その他の 8
つのリストからチェックするようになっている。
就学前学校教師と話し合ってそこに保護者がサイ
ンし、保護者が必要な書類を保健所等からもらい、
保護者がゼロ年生の教師に手渡す。
　なお、スウェーデンでは、健診は 1歳までは 2
か月おきくらいにあり、その後 1歳半、3歳、4歳、
5歳～5歳半と、こまめに発達の診査が行われて
いる。5歳では、就学前学校でどのように子ども
が生活しているか、就学前学校教師のみが記入で
きる書類があり、保護者が保健所からもらってき
た用紙に記入し、言葉、理解力、社会性、身体能
力などについて問題がある場合は記入して保健所
に戻している。

②ゼロ年生教師と保護者との面談
　ゼロ年生側も、シート Bをもらうと、他の子
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どもと同様に、入学前に、保護者を一人ひとり学
校に呼んで子どもと一緒に事前面談を行う。そこ
で保護者は、家庭での様子や就学前学校の様子な
ど、聞いてほしいことを教師に話す（15分から
20分くらい）。同意書（シート B）をすでに渡し
ているので、就学前学校教師から、ゼロ年生の教
師へ詳しい話をすることもある。

③就学前教師とゼロ年生教師による懇談
　保護者から同意書をもらった特別な支援が必要
な子どもについては、ゼロ年生移行前の 6月頃に、
ゼロ年生の教師から電話連絡があり、その教師が
就学前学校に来て、就学前学校教師と一緒に移行
について話をする。Venusクラスの場合、対象の
子どもが 3人いたので、特別支援教育者（スペシャ
ルペダゴーグ：基礎学校に 1人ずつくらいいるが、
小さい学校にはいない場合もある）も一緒に来て
くれた。話す内容は、同意書をもらった特別の子
どものことだけで、3人の子どもについて、3人
の教師で 1時間半くらい、こういうときはどうし
たらのよいかや、使っているマテリアルなどにつ
いて話をした。
　クラス分けについても、ゼロ年生は 2クラスが
あって、Venusの子どもたちの誰と誰を分けたほ
うがいいか、就学前学校教師のほうから話をし、
3人の教師で話し合って決め、その通りにしてく
れた。クラスについては親からの希望も考慮はす
るが、その通りにならない場合もある。
　スウェーデンには、障害が重い子どもや聴覚障
害者等のための特別支援学校はあるが、通常の学
校の中に特別支援学級はないので、通常の学級で
加配を付けることも含めて、支援方法が具体的に
引き継がれる。特別支援学校に行くか通常の学校
に行くかの選択は 3月頃までにする必要があるの
で、特別支援教育者も話し合いに入ることもあり、
子どもの状況や学校の状況などを伝えて、保護者
に決めてもらうようにしている。

3．コメント

⑴　プロジェクト活動について
　この実践の子どもたちの年齢は、日本でいう
と 4歳児クラスの終わりから 5歳児クラスの春頃
までの時期になる。テーマ活動「からだ」は、か
なり知的な内容を含んでいるが、子どもたちの興
味・関心・疑問に基づいたものである。4，5か
月間にわたって続けられ、脳だけで 1か月間を費
やすというように、無理なくゆっくりと進んでい
る。「からだ」の活動には、教師も意識して、美
術、生物的・数的・図形的認識、プログラミング・
IT、道徳的な内容を含みこませている。とくに大
きな行事もなく、自由遊びの時間をたっぷりとっ
ているスウェーデンでは、ゆったりと子どもの興
味にそった活動を継続することができる。子ども
にとって魅力的な活動であることと、クラスの人
数が少ないこと、教育的ドキュメンテーションを
行っていることから、子どもたちはプロジェクト
活動に意欲的に参加することができる。なお、あ
くまでこの実践は一事例であり、一般的な例とし
て紹介するものではない。

⑵　小学校への移行について
　スウェーデンでは、小学校への移行がゆるやか
であり、その際の引継ぎシステムが確立されてい
る。日本でも、特別な支援を必要とする子どもに
ついては、保護者が保育者と一緒に引継ぎシート
（個人ファイルやリレーシートと呼ばれることも
ある）を作成し、保護者が小学校に持っていくと、
学校から教員が保育園等に子どもの様子を見に来
て保育者に詳しい話を聴くようなシステムになっ
ている自治体もあるが、まだ一般化しているとは
いえない。シートを作成するのも、教育委員会や
学校に就学相談をしに行くのも、保護者に任され
ていることが多く、保護者が自ら積極的に動かな
ければならない状況が多い。しかし、スウェーデ
ンでは、就学前学校の教師が身近な相談相手とな
り、学校への引継ぎを仲介している。
　そして、個人情報保護を厳守しているスウェー
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デンでは、それぞれの情報の引継ぎについて、保
護者の同意書が必要となっていることも特徴的で
ある。同意書をもらうのに保育者は神経を使うよ
うだが、3歳から持ち上がりだった担任との信頼
関係ができていることも多く、同意書を書くこと
で、必要な情報を引き継いで理解してもらえ、学
校で子どもの状況に応じた配慮をしてもらえるの
で、保護者の負担は少ないといえる。
　学校に情報を伝えないでほしいという保護者も
いて、その家庭の子どもについては、小学校も事
前に情報が得られず子どもが入学してから戸惑う
という状況は、スウェーデンでも日本と同じよう
に課題となっているようであるが、そのような
ケースは日本より少ないと考えられる。
　また、日本の場合、通常の学校の中に特別支援
学級があり、就学先を通常学級にするのか特別支
援学級にするのか悩まされるが、スウェーデン
の場合、特別支援学校に相当する学校はあるが、
2010年の学校法改正で特別支援学級はなくなっ
たので、保護者の迷いは少ないといえる。
　特別な支援が必要ではない子どもたち全てにつ
いても、子どもたちの意見を聴いて、肯定的な面
からの引き継ぎ書が作られ、子どもの心配事も記
載されて、ゼロ年生の担任教師に渡され保護者と
ともに面談があることは、子どもたちにとっても
安心につながると思われる。日本では学校へ送ら
れる保育要録も担任に読まれないこともあること
が問題となっている。また学校体験は日本でも行
われているが、スウェーデンでは保護者と一緒に
参加するので安心感があり、保育施設から遠くて
も保護者が連れて行け、数回に分けて丁寧に行わ
れているといえる。このような方法を日本でも取
り入れてみる必要があるだろう。
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